
祖
父
が
残
し
て
く
れ
た
里
山
を
再
生

　

30
代
の
頃
、
広
告
会
社
勤
務
時
代
か

ら
準
備
を
し
、
2
0
1
4
年
に
就
農
。

　

農
業
の
原
点
は
、
幼
少
期
の
記
憶
に

あ
り
ま
す
。
か
つ
て
祖
父
が
「
大
野
ぶ
ど

う
」
を
栽
培
し
て
お
り
、
夏
休
み
に
出
荷

作
業
の
箱
折
り
を
手
伝
っ
た
時
の
楽
し

か
っ
た
記
憶
が
、
今
の
道
を
選
ぶ
後
押
し

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
父
が
定
年
退
職
し
た
ら
、
祖
父
が
遺

し
て
く
れ
た
こ
の
小
山
田
町
の
里
山
を

も
う
一
度
再
生
さ

せ
た
い
」。
そ
ん

な
想
い
を
抱
き
、

か
ね
て
か
ら
母
が

関
心
を
寄
せ
て
い

た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

栽
培
を
家
族
と

共
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。

「
手
間
暇
」こ
そ
が
、最
高
の
肥
料

　

よ
し
だ
フ
ル
ー
ツ
フ
ァ
ー
ム
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
に
は
、
効
率
だ
け
で
は
測
れ
な
い

こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
害
鳥
か
ら
大
切
な
実
を
守

る
ネ
ッ
ト
。
天
井
部
に
わ
ず
か
な
隙
間

も
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
手
作
業
で
編
み

込
み
、
獣
害
対
策
も
自
ら
工
夫
を
凝
ら

し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
意
外
と
繊
細
な
植

物
で
す
。
品
種
ご
と
に
最
適
な
日
照
や

方
角
は
異
な
り
、
時
に
は
ポ
ッ
ト
を
一
つ

ひ
と
つ
移
動
さ
せ
て
、
木
が
最
も
喜
ぶ

環
境
を
地
道
に
探
し
出
し
ま
す
。
ま
さ

に
、木
と
対
話
を
す
る
か
の
よ
う
な
日
々
。

化
学
合
成
農
薬
は
一
切
使
用
せ
ず
、
厄
介

な
害
虫
で
あ
る
コ
ガ
ネ
ム
シ
も
、
一
匹
ず

つ
手
作
業
で
駆
除
し
て
い
ま
す
。そ
の「
手

間
暇
」
こ
そ
が
、
唯
一
無
二
の
味
わ
い
を

生
ん
で
い
ま
す
。

家
族
で
つ
な
ぐ「
知
恵
」と「
技
術
」

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
近
畿
地
方
で
は
ま

だ
栽
培
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
部

分
も
多
い
の
で
、
日
本
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
協

会
の
栽
培
研
修
や
剪
定
講
習
に
参
加
し

た
り
と
、
自
己
研
鑽
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　

露
地
栽
培
の
肥
料
づ
く
り
は
特
に
こ

だ
わ
っ
て
い
て
、
栽
培
研
修
で
学
ん
だ
知

識
を
も
と
に
、
自
作
で
肥
料
を
配
合
し

て
作
り
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、
木
の
成
長
が

著
し
く
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
農
園
の
強
み
は
父 

吉
田

勝
平
さ
ん
の
力
で
す
。

　

父
が
担
う
の
は
「
未
来
の
農
業
」
の
基

盤
作
り
。
養
液
栽
培

の
p
H
調
整
や
水

や
り
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
自
動
管
理

し
な
が
ら
も
、
気
象

状
況
に
合
わ
せ
て
最

適
な
環
境
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

害
虫
と
い
う
名
の
壁
、そ
し
て
そ
の
先
へ

　

も
ち
ろ
ん
、
順
風
満
帆
な
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
根
を
食
い
荒
ら
す
コ
ガ
ネ
ム

シ
に
よ
る
被
害
や
鳥
獣
害
の
被
害
に
直

面
す
る
た
び
、
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
農
業
を
続

け
る
の
は
、「
こ
の
土
地
を
、
家
族
で
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い
と
、
喜
ん
で

く
だ
さ
る
お
客
様
の
存
在
が
あ
る
か
ら
。

企
画
編
集
委
員
長
よ
り

　

木
で
完
熟
さ
せ
た
生
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
冷
凍
で
は
味
わ
え
な

い
甘
さ
が
あ
り
、と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

丁
寧
に
栽
培
さ
れ
た
「
み
ず
み
ず
し
い
国

産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」
は
今
年
か
ら
河
内
長

野
市
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
な
り
ま

し
た
。
た
く
さ

ん
の
方
に
小
山

田
町
で
と
れ
た

国
産
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
味
を
楽

し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

里山を未来へつなぎたい
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さ き　 も り

農の防人

吉田　佳世さん
（小山田町）

よし　だ か　 よ

概  要
よしだフルーツファーム（小山田町）
● 河内長野市小山田町にて約400本、20種類以上

のブルーベリーを栽培
● ポット植えの養液栽培（大粒で甘みと酸味のバ

ランスが良いサザンハイブッシュ系）と露地栽培
（甘みの強いラビットアイ系）

【販売先】 農園での直接販売や、飲食店等への販売  
　　　　  河内長野市ふるさと納税

　2014 年から河内長野市小山田町で約 400本、20種類以上
のブルーベリーを栽培している「よしだフルーツファーム」の
吉田佳世さん（現姓：川上佳世さん）を訪ねました。

地区担当池西委員（左）と
宗野企画編集委員長（右）



　

令
和
８
年
４
月
８
日
付
け

で
、
杉
村
保
氏
が
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。 

　

任
期
は
令
和
８
年
４
月
８

日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

新
委
員
と
と
も
に
本
市
の

農
業
振
興
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【氏名】
杉村 保 氏
 【住所】
天見
 【主要担当地区】
天見・流谷

子どもたちが
「天野輝」の
田植えに参加！

てんのかがやき

　子どもたちが植えた「天野輝」が、秋に黄金
色に輝く収穫の時を迎えるのが待ち遠しく思い
ます。河内長野市のふるさと納税返礼品として、
子どもたちの希望をのせて全国へお届けする
予定となっております。

天
見
地
区
の

新
し
い
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

編集後記編集後記

　ブランド米「天野輝」は、市立天野小学校の子
どもたちが田植え・稲刈り体験をきっかけに農業
の担い手が減っているという地域の課題を知り、

「地域の農業を未来に残したい」そんな想いから
誕生しました。
　田植え当日は、農業委員の中辻委員から、「天
野輝」は田んぼにレンゲをすきこむことで土壌を
豊かにする、環境に優しい「エコ農産物」である
ことや、令和 7 年献上米大阪代表に選出され天
皇陛下がお召し上がりになったお米であることを
学びました。

　中辻委員をはじめ「天野の里 農作業部会」の皆さ
ん指導のもと、子どもたちは 3 ～ 4 人一組になり、
横一列に並んで手植えに挑戦しました。最初は不慣
れな様子でしたが、次第に息を合わせ、真っ直ぐに
きれいに苗を植えていく姿はとても頼もしく映りま
した。「おいしいお米がたくさんできるように！」と、
一つひとつに願いを込めて植えていきました。

ブランド米「ブランド米「天天
てんのかがやきてんのかがやき

野輝野輝」」 息を合わせて、心を込めて息を合わせて、心を込めて

　前日から田植えを楽しみ
にしていた児童からは、「泥
の中で 植えるのは初めて
だったけれど、楽しかった。
おいしいお米がたくさんで
きるようにと願いながら植
えたので、収穫して食べるのが今からとても楽しみ
です！」と期待に満ちた声が聞かれました。

秋の収穫に向けて秋の収穫に向けて

　今年も河内長野市立天野小学校５年
生が、天野地区で栽培しているブラン
ド米「天野輝（てんのかがやき）」の
田植えを行いました。

子どもたちの希望をのせて子どもたちの希望をのせて

ふるさと納税
返礼品

田植えに参加した西野市長、JA 大阪南関係者と記念撮影

中辻委員にお礼を伝える
子どもたち

農業委員会だより　 No.147　2 



①�

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被

保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
す
る
方
は
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

②�

積
立
方
式
で
年
金
額
は
加
入
者
・

受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
な
い
少
子

高
齢
化
時
代
に
強
い
制
度
で
す
。

③�

認
定
農
業
者
な
ど
に
は
、
保
険

料
の
一
部
に
国
庫
補
助
金
（
最
大

2
1
6
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

④�

保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら

6
万
7
千
円
ま
で
、
ご
自
身
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
あ
わ
せ
て
自
由
に

選
択
で
き
ま
す
。

⑤�

毎
年
最
大
80
万
４
千
円
の
社
会
保

険
料
控
除
や
支
払
わ
れ
る
年
金
に

も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

⑥�

途
中
で
脱
退
し
て
も
積
立
て
た
保

険
料
に
応
じ
年
金
が
受
け
ら
れ
、

加
入
者
、
受
給
者
の
方
が
80
歳
ま

で
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
80
歳

ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で
あ
っ
た

年
金
の
現
在
価
値
相
当
額
を
死
亡

一
時
金
と
し
て
遺
族
の
方
が
受
給

で
き
ま
す
。

★�

加
入
の
ご
相
談
等
は
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
た
は
J
A
各
支
店
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

おいしい野菜

“五風十雨”“五風十雨”

作　井 本  千 尋

老
後
の
備
え
に

『
農
業
者
年
金
』

ス
マ
ー
ト
農
業
講
習
会
を

実
施
し
ま
し
た

　

令
和
８
年
３
月
11
日
に
、
日
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
」
の
操
作
体
験
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
が
進
む
中
、
農
業
現
場
に
お
い
て

「
省
力
化
」
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
遠
隔
操
作
が
可
能

な
「
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
」
で
す
。

本
講
習
会
で
は
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
実
際
に
操

作
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

今
回
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

重
い
機
械
を
押
す
必
要
が
な
く

長
時
間
の
作
業
で
も
疲
労
を
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
、
身
体
的
な

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
の
で
は

と
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
作
業
中
の
熱
中
症
等
に
よ
る

死
亡
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
！

　

こ
の
う
ち
、
約
85
％
が
７
～
８
月

に
発
生
し
て
お
り
、 

非
常
に
熱
中
症

リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
掛
け
、

熱
中
症
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
事
故
は
、
周
り
の
人
が
お
互

い
に
気
を
配
り
、
声
を
か
け
合
う
こ

と
で
、
防
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
は
1
人
作
業
が
多
く
、 

熱
中

症
に
な
っ
た
際
に
自
分
で
は
症
状
を

自
覚
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
熱
中
症

が
重
篤
化
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

協力：大阪芸術大学短期大学部
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自
然
資
本
活
用
課（
旧
農
林
課
）か
ら
の
お
知
ら
せ

【
営
農
指
導
に
つ
い
て
】

　

自
然
資
本
活
用
課
で
は
、
農
産
物
出

荷
の
拡
大
や
販
売
農
家
の
育
成
、
地
産

地
消
の
推
進
を
図
る
た
め
、
栽
培
講
習
会

に
加
え
、
専
門
職
員
を
配
属
し
、
新
規
就

農
者
を
含
め
た
市
内
農
家
へ
の
営
農
相

談
、
栽
培
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

栽
培
技
術
や
病
害
虫
に
関
す
る
相
談

な
ど
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
】

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
農
業
被
害
を
も
た
ら

す
有
害
鳥
獣
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
、
市

で
は
罠
猟
免
許
を
取
得
し
た
方
に
対
し
、

年
間
を
通
し
て
の
捕
獲
許
可
や
罠
の
貸

出
、
捕
獲
報
酬
な
ど
各
種
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
農
地

へ
の
電
気
柵
等

の
設
置
に
対
す

る
補
助
金
制

度
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
被
害

に
お
悩
み
の
方

は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
災
害
復
旧
制
度
に
つ
い
て
】

　

近
年
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
に

よ
り
、
農
地
・
農
業
用
施
設
に
多
数
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
維
持
管
理

は
、
そ
の
管
理
者
（
又
は
所
有
者
）
に
よ
り

日
常
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
べ
き
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
農
林
業
の
維
持
な
ど
を
図
る

観
点
か
ら
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
自
己
負
担
を
伴
い
ま
す
が
、
国
の
補

助
を
受
け
、
市
が
復
旧
事
業
を
施
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
市
内
に
発
生
し
た
災
害
状
況

を
市
が
取
り
ま
と
め
、
速
や
か
に
大
阪
府
に

被
災
報
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
被
災
基

準
に
様
々
な
取
り
決
め
が
あ
り
ま
す
の
で
、

被
災
後
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、
自
然
資

本
活
用
課
へ
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
で
は
、
従
来
ど
お
り
自
力
で

復
旧
さ
れ
る
方
を
対
象
に
原
材
料
支
援
制
度

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

河
内
長
野
市
自
然
資
本
活
用
課

　

農
政
・
土
地
改
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お持ちの農地の管理が難しい方へ 
まずはお気軽に農業委員会へご相談ください

　農業委員会では、農地所有者と農地を探し
ている借り手をつなぐマッチング事業を行っ
ております。農地の貸借は、公的機関である
大阪府みどり公社を介した制度を利用するこ
とで、期間満了時に農地が手元にもどるため
安心です。是非、河内長野市農業委員会事務局 
☎️0721（53）1111 【 内線764 】へ一度ご相談
ください。

　また、「農ある暮らし」を求めて空き家をさがしている方がいます！ 
農地と併せて所有する空き家の売買や賃貸を希望の方は、河内長野市
空き家×未来プロジェクトを活用することができます。
　河内長野市まちづくり推進課 ☎️ 0721（53）1111【 内線409】まで
ご相談ください。

空き家ありませんか？

貸主 借主みどり
公社

貸付期間終了後は貸主に農地が戻ります
（離作補償は発生しません）
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・農地を転用する場合は許可又は届出が必要です。
・許可を取らずに違反転用した場合、3 年以下の拘禁

刑または 300万円以下（法人は 1 億円以下) の罰金を
科せられる場合があります。

遊休農地解消に向け「農地パトロール」を実施します

  STOP  STOP！！！！
農地の違反転用農地の違反転用

　河内長野市農業委員会では、地区内の農地の
利用状況を確認し、適切に耕作または管理できて
いない農地については改善を求め、高齢化等の事
情により耕作が難しい場合は、農地所有者に貸付
意向の有無を確認するなど遊休農地の発生防止と
解消に取り組んでいます。昨年に引き続き、遊休
農地の状況調査を実施します。農業委員が農地
の周辺で調査を行いますので、実施にあたりまし
て皆様のご理解・ご協力をお願いします。
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さ き　 も り

農の防人

吉田　佳世さん
（小山田町）

よし　だ か　 よ

　農業委員会では、「農業委員会だより」の配布を始め、各種の農業委員会活動に関する業務を
下表の実行組合長にお願いしています。今後とも、みなさんのご支援・ご協力をお願いします。

【農事実行組合連合会役員】（★は会長、◆は副会長、○は会計、△は監事、□は幹事） 自然資本活用課提供

令和 8年 5月 1 日現在

令和 8 年度  河内長野市農事実行組合長名簿

地区名 実行組合 氏　　名 住　　所

天

野

門 前 田 中 　 修 治 天 野 町
★ 中 尾 中 辻 　 正 敬 天 野 町
下 里 石 原 　 貢 下里町

小

山

田

□ 峰 中 谷 　 静 夫 小山田町
日 進 田 中 　 敏 也 小山田町
中 部 右衛門佐  晃 和泉市伏屋町
朝 日 西 端 　 清 光 昭 栄 町
三 共 澤 口 　 貴 則 小山田町
天野共栄 黒 原 　 林 明 小山田町

千
代
田

丸 盛 小 坂 　 吉 則 楠 町 東
共 和 松 葉 　 俊 夫 楠 町 東
報 国 池 上 　 公 夫 松ヶ丘中町
木 戸 一 東 尾 　 貞 男 木戸１丁目
木 戸 二 中 尾 　 憲 男 木戸１丁目
市 西 浦 野 　 重 富 市 町
相 互 大 宅  美 恵 子 市 町
◆ 市 東 樫 木 　 完 次 市 町
興 農 中 谷 　 新 作 向 野 町

長

野

石 坂 坂 上 　 順 一 原町３丁目
古 野 山 脇 　 渉 古 野 町
東 部 大 北 　 正 雄 野 作 町
共 栄 西 　 一 志 野 作 町
昭 栄 樋 井 　 昭 好 野 作 町
□ 上 原 新 谷 　 博 一 上 原 町

高

向

向 浦 向 井 　 茂 幸 日 野
北 峰 西 森 下 　 正 廣 本 多 町
北 峰 東 金 田 　 孝 日 野
上 西 浦 垣 内 　 俊 夫 高 向
△上東浦 北大宅  孝三 高 向
中 村 東 北 宅 　 一 隆 高 向
中 村 西 林 　 誠 二 高 向
下 村 上 井 上 　 佳 紀 高 向
下 村 中 川 岸 　 康 泰 高 向
下 村 下 南 宅 　 義 昭 高 向

滝
畑

滝 畑 上 井 谷 　 紀 昭 滝 畑
◆滝畑下 北 谷 　 清 一 滝 畑

三
日
市

喜 多 増 田 　 勝 紀 喜 多 町
上 田 谷 　 正 弘 上 田 町
□北三日市 簗 瀬 　 全 良 三日市町

地区名 実行組合 氏　　名 住　　所

三
日
市

南三日市 松 川 　 滋 文 三日市町
小 塩 森 本 　 修 平 小 塩 町
片 添 西 川 見 　 節 子 西片添町

加

賀

田

唐 久 谷 植 田 　 真 史 唐 久 谷
加 上 新 谷 　 雅 章 加 賀 田
加 中 釜 平 　 悦 男 加 賀 田
神 納 峯 　 孝 男 加 賀 田
車 作 中 谷 　 善 亮 加 賀 田
中 山 坂 谷 　 敏 明 加 賀 田
矢 伏 北 井 　 完 全 加 賀 田
東 部 北 東 部 　 武 加 賀 田
塚 森 　 淳 子 加 賀 田

小 井 関 中 道 　 雅 夫 加 賀 田
西 浦 阪 下 　 秀 一 加 賀 田
△ 加 塩 上 野 　 祐 助 加 賀 田
尾 崎 西 口 　 栄 一 加 賀 田
新 町 小 川 　 敦 司 石 仏
石 仏 下 中 野 　 明 美 石 仏
石 仏 中 森 口 　 洋 子 石 仏
石 仏 上 岸 　 雅 弘 石 仏

天

見

島ノ谷上 井 元 　 哲 夫 天 見
島ノ谷下 中 田 　 義 弘 天 見
見 坂 小 西 　 和 子 天 見
茶 屋 出 杉 村 　 保 天 見
中 道 森 脇 　 武 天 見
流 谷 西 尾 　 猛 流 谷
旗 南 中 地 　 正 文 天 見
岩 瀬 上 中 浦 　 茂 岩 瀬
岩瀬下一 中 村 　 正 博 岩 瀬
岩瀬下二 門 林 　 尚 毅 岩 瀬
□清水上 野 田 　 陽 康 清 水
清 水 下 登 尾 　 利 行 清 水
惣 代 坪 本 　 好 秀 清 水

川

上

神 ガ 丘 井 戸 上 　 隆 神 ガ 丘
河 合 寺 福 田 　 耕 一 河 合 寺
鳩 原 南 　 宏 鳩 原
太 井 宮 尾 　 隆 美 大矢船南町
小 深 井 之 上 　 薫 小 深
〇石見川 森 本 　 定 石 見 川

農業委員会だより　 No.147　6 




